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目的

石巻地域の基幹産業である沖合底びき網漁業，小型機船底ひ’き網漁業の底びき網漁業

は，年間4万トン，約60億円を水揚げし活魚 ・鮮魚・加工原魚の供給など地域水産業

にとって重要な役割を果たしてきた。

小型機船底ひ’き網漁業のう ち貝桁網漁業については，知名度の高い仙台湾のアカガイ

を漁獲対象とし高級食材を安定的に供給することで漁家経営を支えてきたが，その漁獲

量は平成11年の約14 0トンをピークに平成21年には 10トン以下と大幅に減少

し，アカガイ漁業の経営を圧迫している。

このような中，平成23年3月11日に発生した東日本大震災は石巻地域に甚大な被

害をもたらし， 特に水産業が集積する沿岸エリアは魚市場，冷凍冷蔵施設，水産加工場

など水産業の基幹となるあらゆる施設が壊滅的な被害を受けるとともに，アカガイ漁場

には津波の引波で陸域から流入した瓦礁が堆積し，操業できない状況に陥った。

アカガイ漁業者らは，漁場に堆積した瓦礁の撤去作業を行ってきたが，漁場瓦礁は一

旦撤去しても，潮流や低気圧等により瓦牒が流入してくるため，撤去作業を繰り返し行

う必要があり， この状況は未だに続いている。

また，ほとんどの着業者は，津波により家屋なども流失し生活基盤を失ったことから，

廃業を検討する着業者もあったが，県内の水深の深い養殖漁場などの瓦礁は，底びき網

による撤去方法しかなく，漁協などの要請を受けながら啓開作業を行い生計を維持して

1 

きた。

今般， 資源量調査によりアカガイの資源量が震災前よりも増加していることが明らか

となり，棟、場には一部瓦撲が残っており，撤去作業の継続が必要であるものの，操業の

目処がついたことから操業を再開することとした。

操業再開後の取組としては，従来の操業体制から脱却し，グノレープ操業による操業の

効率化と資源管理を推進し，さらに流通業界との連携により高品質で安全 ・安心なアカ

ガイを安定的に供給することで，持続的漁業経営の安定と地域水産業の早期の復興を目

指すことを目的とする。

〈

地域の概要など

( 1 ) 地域の概要

石巻市は，平成 17年4月1日

に石巻市・河北町 ・雄勝町・河南

町・桃生町 ・北上町 ・牡鹿町の 1

市6町が合併し，県下第二の都市

となっている。

当地区は，宮城県牡鹿半島の南

西部，旧北上川河口に位置し，遠

洋・沖合・近海漁業の水揚港である石巻漁港があり，また水産加工業も極めて盛んな

ことから水産物の全国的な供給基地として重要な役割を果たしてきた。
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昭和49年（ 1 9 7 4年），当時としては東洋一の施設を誇る石巻新漁港の開港を

契機に，魚市場も現在地に移転。従来の河口港ゆえの狭障の悩みから解消され，大型

漁船の出入りが増加した。しかし，昭和52年の 20 0海里規制の実施により，当地

区の水産業も大きな打撃を受けることとなり，それまでの遠洋・ 北洋魚種中心の水揚

げからイワシ ・サパ・カツオなどの沖合 ・近海漁業の水揚げへと移行した。

勾財

石巻市街の嵐景（置災前）

石巻魚市場における水揚量は，昭和60年の40万トンをピークに減少傾向にあり，

平成6年以降概ね15万トン前後で推移している。また，水揚金額についても，昭和

5 7年の 33 3億円をピークに減少傾向にあり，平成6年以降は概ね20 0億円前後

で推移している。

最近の 10年間の水揚げを見ると，まき網漁業による水揚げが全水揚量の約50%, 

底びき網漁業による水揚げが30%を占めており ，これら漁業で水揚げされる水産物

を用いた水産加工・流通などの関連業種を含め，裾野の広い地域産業が形成されてい

る。

石巻漁港全景（震災前）

《石巻魚市場施設の概要》

名 称石巻市水産物地方卸売市場

開設者 石巻市（昭和14年開設）

卸売業者石巻魚市場株式会社

岸壁全長約1, 200m 

一方，まき網漁業，底びき網漁業などの漁船漁業は，資源の減少，流通販売形態の

変化や燃油価格の上昇及び資材の高騰などにより漁業経営が厳しい状況にあり，加え

て，漁船の老朽化が一段と進行している現状にあることから，将来的に地域の漁業と
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して継続していくことが課題となっていた。

( 2）震災による影響

平成23年 3月 11日に発生した東日本大震災に伴う津波により， 石巻魚市場をは

じめ流通 ・加工施設や水産関連施設が壊滅的な被害を受け，地域全体も地盤沈下し，

漁港機能はもとより水産加工機能が一時的に停止した。
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その後，漁港や魚市場の仮復旧により，平成23年7月12日に魚市場は再開され

たが，冷凍冷蔵施設や加工施設の復旧， 魚市場の本格復旧には今なお時間を要してい

るなど，これら施設の早期の復旧復興が課題となっている。

( 3 ）小型機船底びき網漁業（貝桁）の現状

石巻地域におけるアカガイ漁は，禁漁期の

7月～8月を除く 10ヶ月間， 仙台湾の第一

種共同漁業権漁場（以下 「くの字漁場」とい

う。）と小型機船底びき網操業区域（以下「沖

合漁場Jという。）において，知事許可漁業

である小型機船底ひ、き網漁業（貝桁）により

行われており，その許可受有船7隻はすべて

渡波漁船漁業協同組合に所属している。

くの字漁場については， 共同漁業権漁場で

あることから，従前から渡波漁船漁業協同組

合の7隻が操業しており，沖合漁場について

は仙台，関上地区などの同許可受有船も操業

可能で、あるものの，これまでの慣習によりそ

れぞれの地先操業を守ることで漁業秩序が保

たれている。

これら小型機船底びき網漁業（貝桁）によ

る石巻魚市場へのアカガイの水揚げは，震災

前直近の 3年平均で年間約 13トン，約 1' 8 0 0万円である。その他としてヒラメ

やシャコなど若干の混獲魚があり，水揚物は鮮魚出荷を主体として出荷しているc

一方，燃油や資材の高騰，魚価安などの影響により，従来から厳しい経営状況にあ

り，漁船の船齢も 34年～38年（平均35年）と，老朽化が顕著である。

右巻湾の貝桁漁業のアカガイ漁場図

｜も ｜
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さらに，東日本大震災では7隻中6隻は被災を免れることができたものの，魚市場

をはじめ，流通加工関連施設が壊滅的な被害を受け，棟、場には大量のガレキが堆積す

るなど操業ができない状況に陥った。

震災後ほとんどの着業者は，津波により家

屋なども流失し生活基盤を失い，アカガイ漁

場には破壊された養殖施設や陸上瓦礁が堆積

していたため，当時は，生産基盤の復旧の目

処も立たないことから，廃業を検討する着業

者もあった。

県では，震災直後から台船による瓦礁撤去

を行い，漁港 ・漁場の啓聞にあたってきたが，

水深の深い養殖漁場や一定の大きさ以下の瓦汐＇7
礁は取り切れず，底びき網による撤去が要請 F)I 
されたo .,.,,_ 

避難所から仮設住宅に移り，震災直後の混

苦しから落ち着きを取り戻した着業者らは，こ

の要請を受け，自らのアカガイ漁場はもとよ

り県内各地の瓦磯撤去作業を行ってきたが，

漁場瓦礁は一旦撤去しでも潮流や低気圧など

により流入を繰り返すため，撤去作業は長期

にわたり，平成26年4～5月の石巻湾にお

けるアカガイ漁場及び周辺海域における瓦磯

の撤去量は14 2トンに上るなど，この状況は未だに続いているが，アカガイ漁場に

ついては調査の結果，一部に瓦礁は残るものの操業の目処が立ったところである。

また，石巻魚市場は再開しているが，製氷 ・冷蔵など流通体制の復旧の遅れや，東

京電力福島第一原子力発電所事故による水産物の風評被害などの影響もあり，今後の

操業再開後も漁業経営への悪影響が続く見込みである。

（ 

小型機船底びき網漁業 （貝桁）の水湯量の推移 （石巻魚市場）

く

アカガイ漁船によるE礁撤去作業

下 ；陸揚げ作業上 －洋上作業
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これらの課題を打開し操業を再開するためには，従来の操業体制から脱却し，グル

ープ操業による漁獲物の品質の安定と資源管理を推進することが必要である。さらに，

流通業界との連携により高品質で安全・安心なアカガイを安定的に供給するなど，新

たな取組により，震災後の厳しい条件下でも継続できる漁業経営への転換を図る必要

がある。

震災直後の石巻魚市場周辺 （右側； 石巻魚市場）

現在の石巻魚市場周辺 （右側 ：石巻魚市場）

今般，着業者全員で経営再建と地域漁業存続の意思を固めており，行政の支援を活

用しながら，本漁業の収益性を高め継続可能な経営体質への転換を図り，県内員桁漁

業における資源管理のモデノレケースを目指す。
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3 計画内容

( 1 ）参加者名簿

①石巻底びき網地域漁業復興プロジェクト協議会委員名簿

所属機関名 役 耳龍 氏名

渡波漁船漁業協同組合 代表理事組合長 雁部宏充

宮城県漁業協同組合 代表現事理事長 阿部力太郎

渡波漁船漁業協同組合 沖合漁業者代表 阿部幸一

渡波漁船漁業協同組合 小底漁業代表 安海政博

渡波漁船漁業協同組合 貝桁漁業代表 杉浦守之

宮城県漁業協同組合 小底漁業代表 木村優治

石巻魚市場株式会社 代表取締役社長 須能邦雄

石巻魚市場買受人協同組合 理事長 布施三郎

石巻市産業部 次長 鎌田 清

宮城県東部地方振興事務所水産漁港部 部長 佐藤靖 c 
②底びき網漁業部会委員名簿

所属機関名 役 職 氏名

渡波漁船漁業協同組合 代表理事組合長 雁部宏充

宮城県漁業協同組合 指導部長 麿有司

渡波漁船漁業協同組合 小底漁業者 安海政博

渡波漁船漁業協同組合 小底漁業者 相沢民男

渡波漁船漁業協同組合 小底漁業者 阿部泰宣

渡波漁船漁業協同組合 小底漁業者 阿部博昭

宮城県漁業協同組合 小底漁業者 木村優治

宮城県漁業協同組合 小底漁業者 成津源七

宮城県漁業協同組合 小底漁業者 小池豊一

石巻魚市場株式会社 代表取締役社長 須能邦雄

石巻魚市場買受人協同組合 理事長 布施三郎
C: 

石巻市水産課 課長補佐 及川i伸悦

宮城県東部地方振興事務所水産漁港部 技術次長（総括） 長谷川新

宮城県水産業経営支援協議会 経営相談員 北村俊幸
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③貝桁網漁業部会委員名簿

所属機関名 役 職 氏名

渡波漁船漁業協同組合 代表理事組合長 雁部宏充

渡波漁船漁業協同組合 貝桁漁業者 杉浦守之

渡波漁船漁業協同組合 貝桁漁業者 平塚秀一

渡波漁船漁業協同組合 貝桁漁業者 伏見健一

渡波漁船漁業協同組合 貝桁漁業者 菊田 正勝

渡波漁船漁業協同組合 貝桁漁業者 佐々木大作

渡波漁船漁業協同組合 員桁漁業者 杉山 昭博

石巻魚市場株式会社 代表取締役社長 須能邦雄

石巻魚市場買受人協同組合 理事長 布施三郎

石巻市水産課 課長補佐 及川伸悦

c 宮城県東部地方振興事務所水産漁港部 技術次長（総括） 長谷川新

宮城県水産技術総合センタ一環境養殖部 研究員 鈴木貢治

東北大学大学院農学研究科 准教授 佐々木浩一

石巻専修大学理工学部生物生産工学科 教授 松谷武成

④事務局

所属機関名 役 職 氏名

渡波漁船漁業協同組合 事務局長 加藤智美

宮城県漁業協同組合指導部 振興班長 菊地朋和

宮城県漁業協同組合指導部 調査役 渡辺敏明

℃f 
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(2）復興のコンセプト

石巻地域における小型機船底びき網様、業（員桁）は，アカガイを対象とした沿岸綿、

船漁業の重要漁業種として位置づけられているが，水揚量の減少s燃油や資材価格の

高止まり，治、船の老朽化などにより，経営状況は一層厳しさを増している。

このような状況から，本計画では， 7隻の水揚げ及び経費の合計を均等配分（収支

のプール化）による経営の安定，漁獲サイズの大型化，選別の徹底による差別化と販

売単価の向上，効率的な操業体制による経費の節減と労働環境の改善，資源調査によ

る資源量把握と計画的な漁獲により持続可能な操業などに取り組むことにより，持続

的な生産体制の確立と経営収支の改善を図る。

く生産に関する事項＞

東北大学大学院農学研究科及び宮城県水産技術総合センターなどのこれまでの調査

・研究により，仙台湾のアカガイは，漁獲サイズの殻長5cmに成長するまでには約

3年を要し，また，同7cm程度で成熟割合が高くなり，再生産への寄与率が向上す

ることが明らかとなっている。さらに，アカガイは成長に伴って雌雄比率が変化し，

雌性比率が増加することが知られており，同 7c：皿程度の場合，雌性率は約50%と

なる。このことから，新規加入資源を増加させるためには，漁獲サイズを従前同 5cm 

から同7cm以上と大型化してより多くの母貝を残し，十分な産卵量を確保すること

が重要であると考えられる。

一方，石巻地域のアカガイ漁業については，前述のとおり，くの字滞、場と沖合漁場

を渡波漁船漁業協同組合の7隻が操業してきたが，自由な操業によって漁獲してきた

ことなどもあり，近年漁獲量は減少の一途をたどり，漁家経営を圧迫してきた。しか

し，今回，宮城県水産技術総合センターの協力を得て資源量調査を実施したところ，

震災により操業中止を余儀なくされたことで，資源的には回復の転機となったことが

明らかとなった。

今般，操業を再開するにあたり，従来型の操業から脱却し，毎年実施する資源調査

による資源シミュレーションから，小型貝の再放流，大型の産卵母貝の保護を考慮し

た漁獲予定量を設定するなど資源管理を進めながら， 7隻でのグループ操業体制を確

立することで，操業方法の改善と経費削減を図り，持続的な資源維持と経営収支の改

善を図る。

［具体的取組】

「持続的生産を支える資源管理の推進J

①加入量当り漁獲量の設定

毎年6月下旬に宮城県水産技術総合センターと連携し，資源量調査及び精密測

定を行うことでアカガイの資源量把援に努めるとともに，漁獲対象資源の漁獲率，

自然減耗率を考慮し，禁漁明け（9月）以降の年間漁獲量を設定することで，資

源の維持・管理を徹底する。
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②小型貝の再放流

これまで漁獲していた殻長7cm未満のアカガイは全て再放流する。

③曳網時間の見直し

曳網時間を変更し，これまで長時間の曳網により割合が増えていた割れ員の発

生を最低限にとどめる。

「新たな操業体制の導入」

①操業ルールの確立

適正で秩序ある操業体制を確立するため員桁船7隻によるグソレープ化を図ると

ともに，グループ内でリーダー船を選出し，曳網時間・回数，漁獲量など操業に

関する指揮・指導を徹底する。

②操業体制の見直し

操業はくの字漁場斑と沖合漁場斑の二斑体制で行い，主力漁場であるくの字漁

場の1操業当たりの隻数を5隻，沖合漁場の1操業当たりの隻数を2隻とし，資

源調査による漁獲量設定及び操業ルールの確立により，漁場ごとに計画的操業を

行うことで，資源の維持と経費の削減を図る。

③年間操業日数の見直し

操業体制の見直しによって，操業の効率化を図り，年間の操業日数を15 0日

から 12 0日に削減する。

④操業時間の見直し

共同で操業することで，漁獲情報を共有化し，操業効率の向上を図る。また，

資源量に見合った漁獲量が設定されることから操業時間の短縮が図られる。

⑤ 作業時間の削減

イ洋上作業

くの字漁場における洋上作業は， 1回当たりの曳網時間を短縮し曳網回数を増

やすため投揚網回数が増加すること，また，帰港時に選別と小型貝の再放流を行

うことから，全体の洋上作業時間は従来よりも 30分程度長くなる。

一方，沖合漁場については，従来の曳網時間（4回／4時間）に対し， 1回の

曳網時間を30分に短縮し，曳網回数を5固にすることで選別・再放流の時間を

加えても作業時間はこれまでよりも45分程度短縮することができる。

ロ 陸上作業

陸上作業については，出航前に行っていた前日の漁獲物の計量，梱包，石巻魚

市場への出荷作業を共同で行うこととし，作業は，漁場が近いくの字漁場を担当

するグループが担う。また，帰港後は漁獲物の洗浄，選別，東京出荷分の計量，
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梱包発送作業を全船共同で行うことで，作業時間の短縮を図る。

⑥航行速度の改善

往復航行時の低速化の徹底により，燃油消費量を抑え燃料費の削減を図る。

く流通・販売に関する事項＞

石巻地域で水揚げされたアカガイの差別化及び高付加価値化を確立するため，出荷

サイズの大型化，漁獲サイズ毎の選別など出荷方法の見直し，震災後，途絶えていた

販路の再開・拡大などを進め，収益の増大による経営の安定化を図る。

［具体的取組］

① 漁獲サイズと出荷サイズの選定

水揚げ対象サイズを殻長7岨以上とした上で，その中から出荷サイズを4段階 fヘ
に選別し，大型化へ移行することで新たな価格の形成と差別化及び高付加価値化 ＼ノ

の取組を推進する。

②販売方法の改善

個別のアカガイのサイズと品質が一目で分かるよう， 1個ずつ計測・計量しサ

イズ別に平箱（発泡スチローノレ）に並べて出荷することで，品質の安定化を図る

とともに市場価値を高める。

③ 出荷先・販路の開拓

出荷先を従来の石巻魚市場，築地市場に加え，その他関連する宮城県の支援施

策なども活用しつつ他の魚市場や寿司店などを中心とした飲食店，ホテルなど新

たな出荷先・取引先を開拓し，石巻アカガイの差別化及び高付加価値化を推進す

ることで，高値での価格形成が図られるよう取組を推進する。

④需要に応じた供給体制の確立

市場の需要，価格などの情報を勘案しながら 1日の漁獲量に反映することで，

需要に柔軟に対応しつつ安定的に供給し，販路の再開・拡大と市場価格の安定化

を図る。

⑤安全・安心体制に向けた取組の継続

東京電力福島第一原子力発電所事故による影響が懸念されることから，出荷時

の放射性物質検査を徹底するほか，県が実施する貝毒検査にサンプノレを提供する

など，漁獲物の安全・安心の確保に努める。
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( 3 ）復興の取組内容

大事項 中事項 震災前の現状 取組記号・取組内容 見込まれる効果 根拠資料

生産に関 持続的生産 資源量を特に考慮するこ A 年間漁獲量の設定 資源の維持管理により， 資料 3
する事項 を支える資 ともなく，自由操業によ 県の試験研究機関と連携し，資 漁獲可能量の増加，漁業 ～ 

源管理の推 る漁獲であった。 源量把握に努めるとともに，漁 の継続が図られる。 資料9
進 獲対象資源、の漁獲率，自然死亡

率を考慮し年間漁獲量を設定す
る。
漁獲率： 5 0 % 
自然減耗率： 20%

殻長 5cm以上は全て漁獲 B 小型貝の再放流 再生産に寄与する親貝の
していた。特に禁棟、明け これまで漁獲されていた殻長 7増加に繋がり，資源量の
に 5cmとなる 2才貝の漁 cm未満のアカガイは全て再放流 維持・増加が図られる。
獲圧が高かった。 する。

従来は 1回当たりの曳網 c 曳網時間の見直し 再生産可能な親員の育成
時間は約 1時間で，割れ 1回当たりの曳網時間を従来の など，資源維持，増加が
員の漁獲割合が 2割程度 1時聞から 30分に短縮するこ 図られる。
あった。 とで，割れ貝の発生を防止する。 ※割れ貝発生率

従来 20% 
計画・ 5%  

員桁漁場には， ヒトデな D ヒトデなどの害敵生物の駆除 害敵生物の駆除により稚
どの害敵生物も多いが， ヒトデを水揚げし，また堆肥化 貝などの減耗を抑制し資
漁獲しでも駆除行為は行 により処分していく。 源の維持・増加が図られ
わなかった。 る。

※以上， A～Dにより，
3年間で水揚量の増加
を見込む。
1年目： 20,860kg
2年目： 25,280kg
3年目 23,770kg 
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大事項 中事項 震災前の現状 取組記号・取締内容 見込まれる効果 根拠資料

生産に関 新たな操業 各船が定めた操業ノレール E 共同作業及び操業ルールの確立 適正で秩序ある操業体制 資料 10 
する事項 体制の導入 に基づき自由に操業して 操業から陸上作業までを共同で が確立される。また，共 ～ 

いた。収支も各経営体毎 行う。操業に際してはグループ 同経営意識の向上が図ら 資料 13 
に管理していた。 内でリーダー船を決め E 操業に れる。

関する指揮，指導を徹底する。
なお s 水揚から経費に歪るまで
の金額均等プール制に取り組む
ため，収支状況についても月次
で全員で把握していく。

7隻がくの字漁場と沖合 F 操業体制の見直し 水揚量の安定化が期待さ
漁場で操業していた。 主力漁場であるくの字漁場の 1 ti,る。

操業当たりの隻数を 5隻，沖合
漁場は同 2隻とし s 漁場毎に設
定した計画的な漁獲量とする。

年間の操業日数は 15 0 G 操業日数の見直し 現状：延べ 1' 0 5 0日
日であった。 操業体制の見直しにより，操業 計画：延べ 8 4 0日

の効率化を図ることで，年間の
操業日数を 15 0日から 12 0 I 
日に短縮する。

操業時聞は各船自由に行 H 操業時間の見直し 現状 4時間
っていたロ 1操業時聞は， 共同で操業することで，漁獲情 計画：くの字漁場
1時間／曳 x4回の計 4 報を共有化し，操業効率の向上 3時間 30分
時間であった。 を図る。また，資源量に見合っ 沖合漁場

た漁獲量を設定することで操業 2時間 30分
時間の短縮を図る。

漁場までの往復は高速航 I 航行速度の改善 以上， E～ Iにより，燃
行していた。 往復航行時の低速化を徹底する。 油消費量が削減される。

往復航行時のエンジン回転率 ※燃油消費量の削減効果
90%を徹底 従来： 158,200（ν年）
従来： 1,800回転／分 計画： 122,168(LI年）
計画 1,620回転／分 削減率： 2 2 . 8 (%) 
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大事項 中事項 震災前の現状 取組記号・取組内容 見込まれる効果 根拠資料

生産に関 新たな操業 各船，前日に水揚したも J 作業時間の削減 共同作業により 1操業日 資料 14 
する事項 体制の導入 のを翌早朝，出港する前 沖合漁場斑は，出港前の早朝の 当たりの 1人当たり平均

に計量，梱包し石巻魚市 陸上作業をくの字漁場班に託す 労働時聞が 30分短縮さ
場に水揚していた。 とともに，両班帰港後の陸上作 れる。

業は共同で行うことで労働時間 （現状） 1 1時間 10分
を削減する。 （陸上 4時間 40分）

（計画） 1 0時間 40分
（陸上 3時間 50分）

流通・販 漁獲サイズ 殻長 5cm以上の小玉貝か K 漁獲対象サイズの設定と選別実施 殻長 7cm以上のみので出 資料 15 
売に関す 別出荷，販 ら同 8cm以上の特玉まで 漁獲対象を殻長 7c皿以上とし， 荷及び選別による 4段階 資料 16 
る事項 路拡大など ミックスして出荷してい 出荷サイズを 4段階に選別して の銘柄別出荷での差別化

による差別 た。 銘柄別に出荷する。 により，新たな価格の形
化及び高付 7. l～7目 5 cm；中玉 成と差別化の推進が図ら
力Bイilfifi直：イじの 7 6～8 0 c皿：大玉 れる。
推進 8 1～8 5 c皿：特大

8 6 cm以上 ：特大

サイズがぱらぱらのアカ L 販売方法の改善 品質の安定化と市場価値
ガイを大箱に重ね入れで アカガイのサイズと品質が 目 が高まるロ
出荷していた。 で分かるよう，選別し平箱に並

ベて出荷する。

石巻市内，築地市場への M 出荷先z販路の開拓 石巻アカガイの差別化の
み出荷していた。 渡波漁船漁業協同組合及び当該 推進により，高値での価

計画参加者が既存の出荷先に加 格形成が図られる。
え，他の魚市場，飲食店などの
新たな販路開拓・ PRを行うロ

各船の自由操業により個 N 需要に応じた供給体制の確立 販路の再開・拡大と市場
別に水揚しており，水揚 市場の需要，価格などの情報を 価格の安定化が図られる。
量が不安定であった。 勘案しながら 1日の漁獲量に反

映し，需要に柔軟に対応しつつ
安定的な供給を行う。
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大事項 中事項 震災前の現状 取組記号・取組内容 見込まれる効果 根拠資料

流通・販 漁獲サイズ 。放射性物質検査など 安全安心が認知されるこ
売に関す 別出荷，販 石巻魚市場で実施する放射性物 とで販路拡大が見込まれ
る事項 路拡大など 質検査を受け，漁獲物の安全性 る。

によるブラ を確保する。
ンド化の推
進

※以上， K～0により，
中玉，大玉の単価 10% 
増を見込むロ

() ー15-
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( 4）改革の取組内容と支援措置の活用の関係

① がんばる漁業復興支援事業（既存船活用タイプ）

圃取組記号 ： A～0 

・実施事業者 ： 渡波漁船漁業協同組合

園事業実施年度： 平成26年度から平成28年度まで

・契約漁業者など 以下の7名

契約漁業者｜ 船名 所有者 ｜総トン数｜ 漁船登録番号

雁部宏充 ｜：第八大成丸 渡波漁船漁業協同組合｜ 9. 7 I MG  2 -5 7 2 9 

伏見健一 ｜第三稲荷丸 伏見健一 9. 9 9 I MG  2 5 2 6 5 

' ' ー－-－－ーー 戸司ーー目＿＿＿＿，＿ーーーーーーーーーー＿＿，＿ーーーーーーーーーーーーーーー一一一ーーー

平塚秀一 ｜第八正利丸 平塚秀一 9. 7 MG2-5248 

菊田正勝 ｜第七喜宝丸 菊田 E勝 9 7 MG2 5329 

杉浦守之 ｜第八天龍丸 杉浦守之 9 7 MG2-5317 

ー－－回－－－－－－－－－－ ・--司『戸田町ーーーーーーーー‘ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー＿，＿ーーーーーーーーーー＿＿，ーーーーーーー－--－ーーーーーーーーーーー

佐々木大作｜第八清竜丸 佐々木大作 9 9 7 I MG  2 -5 3 O 5 

杉山昭博 ｜第三海幸丸 杉山昭博 9 1 0 I MG  2 -5 1 0 1 

※杉山昭博は計画2年目から震災で滅失した第5喜宝丸の代船である共同利用漁船を用いて操

業し，第三海幸丸は廃船する予定である。

② その他関連する支援措置

取組 支援措置 復興の取組み内容との関係 事業実施者
実施年度

記号 制度資金名 （借受者）

A～E 宮城県共同利用漁船 東日本大震災で被災した員桁漁船の 渡波漁船持、 平成26 

等復旧支援対策事業 復旧のための漁船建造に係る補助金 業協同組合 年度～

K～O 水産都市活力強化対 流通・販売に直結する戦略的な取組 渡波漁船漁 平成26 

策支援事業 を支援することで，風評被害を払拭 業協同組合 年度～

し，活気ある水産都市の復活と活力

強化を目指す。

K～0 みやぎ農林水産物ブ 食材王国みやぎ、の豊富な食材及び加 渡波漁船漁 平成26 

ランド化ステップア 工食品などのみやぎの「食Jの魅力 業協同組合 年度～

ップ支援事業 と評価を民官が 体となって高め，

消費者の信頼・支持・高評価を確立

し，さらに地域資源とも連携した取

車Eを進める。
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(5）取組のスケジューノレ

①漁業復興計画工程表

取組記号｜項目 ／年度 126127128129130

A ｜年間漁獲量の設定

B ｜小型員の再放流

c 曳網時間の見直し ， 

D ｜ヒトデなどの害敵生物の駆除

E 共同作業及び操業Jレーノレの確立 ， 

F 操業体制の見直し
』

G ｜操業日数の見直し

ー ト 一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーー－-－ーーーー ー＋一一ー一一ートーーーー－・・ーーーーー恥ーー－ " ・ーー
．ー

H 操業時間の見直し ， 

ーー 』 ーーーーーーーーーー一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー＃ー一一一一ートーーーー－・－ー司－－ードーーーー－・－ ーーー

I ｜航行速度の改善

ーーー田ーー－-－ーーー恥ー－-－ーーー－－，ーーー一一ーー一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーー』品一一一一一一ι一一一一－；一一一一ーート一一一ー－・・ーーーー

J 作業時間の削減 ， 

K l漁獲対象サイズの設定と選別実施

ーーー ールーーーーーーーーーーー』ー一一一ーーーーー一一一一一一一一一ーーーーーー－-－ーーーーーー ー ー＿，一一ーーー－e一一一一一」一一一一一－ ~ －ーーーー斗ー

L 販売方法の改善 -
ーーーーーーーーーーーー』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一－－ーーー－－『ー－-－ーーーーーーーーーー＋ーーーーーートーーーー－ ~ －ー一一一－~一一一ー－~－ーーーーー

M 出荷先，販路の開拓 ... 
ーーーー ーーーーーー－' －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一ーーー即ーーーーーーーーーーーーーーーー－' －一一一一一』一一一一－・一一一一一ート一一ーー－ ~－ -

N 需要に応じた供給体制の確立
．』
， 

-- - Jo －－－－－ーーー』ーーー一一一一一一一ー－--－ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー -' －ーーーーードー－－－－~－ーーーーートーーー -・-ーーーー

0 1；放射性物質検査など

-17 -
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む

②復興の取組による波及効果

1 資源量把握調査を行いながら再生産可能な漁獲量を設定し，グループ操業によるノレーノレの統

一化や適正漁獲量の維持を図ることにより，アカガイ資源の維持，増大が期待される。

2. グループ操業による作業効率の向上と労働環境の改善により，乗組員の就業意欲を向上させ

ることで，後継者確保が促進されるとともに，経費の節減と 1.による資源の維持，増大によ

り経営改善を図ることで，当該地域の員桁漁業の持続的発展が期待できる。

3. 選別によるサイズ別出荷体制や平箱での出荷など，出荷体制と品質の安定化を図ることで，

需要の開拓を図り，付加価値向上及びブランド化を推進し，実需者に安心・安全な食材が年間

を通して安定供給できる。

4 漁業経営の展望

く経費などの考え方〉

従来は， 7経営体14名（2名／隻X7隻）それぞれがくの字漁場と沖合漁場を自由に操業して

いた。このため，資源量は減少の一途をたどり，海、家経営が低迷していたが，こうした状況下にお

いて20 1 1年3月に東日本大震災が発生した。 7隻中6隻は漁船を沖出しすることで被災は免れ

たものの，船齢は34～38年と老朽化しているロ震災後，漁場には津波による陸上瓦磯や破壊さ

れた養殖施設などが堆積し，操業できない状況にあった。しかし，瓦磯撤去による漁場啓開と，震

災後3年目に実施した資源量調査によりアカガイ資源の回復が確認されたD

以上から，今般， 7経営体が一丸となり，毎年1回の資源量調査を行いながらグループ操業を行

うなど操業形態を見直すことで，資源の維持増大による収益増と経費節減を図る。

また，事業終了後も共同経営の体制は維持し， 7隻での協業化や法人化を目指すこととしており，

その共同体の中で，経営収支については7経営体がプールし共同管理していくことで経営改善を図

り，員桁漁業の立て直しを図るものであるロ

-18 -



( 1 ）収益性回復の目標

（単位・水揚量はt，それ以外は千円）

震災前の
復興1年目 2年目 3年目 4年目 5年目状況

収入

水揚量 32.4 31. 3 35. 7 34.2 34.2 34. 2 

うち，アカガイ 16.3 20.9 25.3 23.8 23.8 23.8 

うち，雑魚 16. l 10.4 10.4 10.4 10. 4 10.4 

水揚高 57,516 65,351 92,932 92,975 92,975 92,975 

うち，アカガイ 49,609 61,076 88,657 88, 700 88, 700 88, 700 

うち，雑魚 6,650 4,275 4,275 4,275 4,275 4, 275 

経費

人件費 34,415 35,000 35,000 35,000 35,0日日 35,000 

燃油代 11, 436 12,461 12,461 12,461 12,461 12, 461 

修繕費 6,317 4, 548 4,54日 4,548 4,548 4,548 

漁具費 3,027 1,967 1,967 1,967 1,967 1,967 

保険料 1, 160 1,512 2,325 2, 069 , 2,069 2,069 

公租公課 。 。 。 。 。 。
販売経費 2,529 5, 182 7, 178 7, 112 7, 112 7, 112 

施設利用料 。 56 513 513 513 513 

その他 7,223 4,484 4,484 4,484 4,484 4,484 

小計 66, 107 65,210 68,476 68, 154 68, 154 68, 154 

償却前利益 ... 8, 591 141 24,456 24,821 24,821 24, 821 

※ 上表は， 7経営体合計の値であるロなお，四捨主人による千円単位としているため，合計額に相具が生じる。

く震災前の状況〉

・アカガイの水揚量は， 7隻分の震災前 3年間（H 2 0～2 2年）の水揚実績の平均値
としたロ雑魚分についてはs 石巻魚市場の仕切書を保管していた 1経営体制の震災前

3年間分（H 2 0～2 2年）の平均値から算定した。
・水揚高は，震災前 3年間分（H 2 0～2 2年）の確定申告書を入手できた 3経営体制
分の 9つの値のうち，最大最小を除く 7つの値の平均値（以下，「確定申告書の実績

額」という。）から算定した。なお，全員，アカガイ以外の雑魚の漁獲があるが，石

巻魚市場の仕切書を入手できたのが 1経営体分であったことから，その 1経営体の震

災前 3年間（H 2 0～2 2年）の平均値により算定し，全体の水揚高から雑魚分の水
揚高を差し引き，アカガイ水揚高としたロ

－経費については， 3経営体の確定申告書の実績額から算定した。

－なお， 7経営体ともに白色申告であり，償却前利益が自家労賃であることから，償却

前利益全額を人件費に算入した。

19『

c 

c 



c 

c 

く復興取組後〉

・水揚量は，資源調査により推定された現存資源量を基に，再生産に寄与する親貝とさ

れる殻長 7. 1 cm以上の漁獲率を 50%，自然死亡率 20%削，年間の成長を殻長 1

cmの条件で漁獲量を設定した。

・殻長別の水揚単価は，東京出しの過去の実績に基づき，中玉（ 7 . 1～ 7 . 5 c皿），

大玉（ 7 .日～ 8cm）は同実績単価の 1割増刷，特玉（ 8 . 1～9岨）は同実績単価

としたロなお，石巻出しの単価は，東京出し単価の約 3%減で設定した則。アカガイ

以外の雑魚収入については，年間延曳網時聞が 4' 2 0 0時聞から 2' 7 0 0時間

となることから，過去 3年平均額× 2, 700/4, 200により試算した則。

・人件費は，確定申告書の実績額から償却前利益 3' 2 0 0千円を船主の年間人件費と

した。外部人件費は同確定申告書の実績から，実績のある経営体の平均額の約 1割削

の 1' 8 0 0千円 ！－：. した。以上から， 5' 0 0 0千円／隻により全体額を算定した 0

・燃料費は，過去の年間使用量 22, 600L／隻／年を基に，グループ操業による新

たな操業体制の取り組みなどから燃油消費量を約 22%削減することとした。単価は

燃油単価の上昇を考慮し直近（H 2 6年 5月）単価の 1%憎しの 10 2円／ Lとした。

・修繕費の固定費は，確定申告書の実績額の 20%とした。変動費は全体の 80%であ

るが，年間延曳網時間が 4' 2 0 0時聞から 2' 7 0 0時間（約 65 %）となること

ためエンジンの負荷軽減を考慮し，確定申告書の実績額の 35%減としs 以下により

算定した。

（確定申告書の実績額x2 0 %) + （確定申告書の実績額× 80%X65%)
－漁具費も，同じく年間延曳網時間が 4' 2 0 0時聞から 2' 7 0 0時間（約 65 %) 

となることから爪などの員桁漁具の摩耗削減などを考慮し，確定申告書の実績額の

35%減とした。

－利用料は， 1年目は共同利用漁船 1隻分， 2年目以降は同 2隻分の利用料を見込んだ。

・その他のうち，通信費，車両費，接待交際費，水道光熱費，雑費は，確定申告の実績

額と同額とした。また，漁協賦課金を 12 0千円／隻，無線使用料を 15 6千円／

隻として算出した。

・保険料は，船毎に大幅に異なることから各船の漁船保険見積金額から算出した。

・販売経費はs 水揚手数料として東京出しで水揚額の 6%，石巻出しで同 5%により算

定した。また，東京出しはアカガイ 3k gを1箱とし箱代，運送費，氷代を加算した。

※1 本計画に参加するアカガイ漁業者は震災で家屋を流失した者も多く，震災前の石巻魚市場の仕切書が残っていた者が

l名，震災前3年分の確定申告書が残っていた者が3名であった。

※E 漁獲串については40～70%で検討した結果、資源の保護と漁業経営を勘案し50%とした固また、自然死亡串に

ついては水産資源解析で般的に使用されている田内 田中の式［自然死亡係数＝ 2. 5 ...寿命］から，仙台湾のアカ

ガイの最高年齢14才は0 1 8と推定され，それを上回る20%とした。

※3 アカガイ及び雑魚の想定単価については東京市場，石巻魚市場の委託販売先及び卸売業者に本事業白取組みを説明し

意見を聴取した上で設定した．

※4 宮城県内の人件費が高騰していることから， l割程度円増とした。
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( 2）収益性回復の評価

本計画の実施により，復興3年目以降は償却前利益 24, 821千円を確保するこ

とができる。将来的には，協業化又は法人化を念頭におきながら，共同利用漁船 2隻

を除く 5隻について，使用漁船の老朽化の程度，後継者の有無などを勘案しながら順

次代船建造することも検討している。 1経営体当たりの年間配分額は， 24, 821 

千円÷7経営体＝ 3, 546千円／経営体が見込まれる。同規模の 1隻当たりの現在

の船価は 76 ' 0 0 0千円闘であることから，将来の代船建造についても水産業制度

資金の活用による借入などの資金計画上，問題ないと恩慮される。

※5 平成 27年建造予定船田価格を用いた。
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参考 プロジェクト活動状況（貝桁部会）
実施時期 協議会・部会 活動内容・成果 備考

H24.l l.20 －地域協議会 1 石巻底びき網地域漁業復興プロジェクトの設置について
(H24年度第1回） . H24.11.15付けで水産庁より承認されていることを報告

2 石巻底びき網地域漁業復興プロジェタト協議会の各部会の会長など役員の選任について

－地域協議会会長 雁部宏充（渡波漁船漁業協同組合代表理事組合長）

・底びき網漁業（板びき）部会長安海政博（渡波漁船漁業協同組合）

・貝桁網漁業部会 杉浦守之（渡波漁船漁業協同組合）
3 がんばる漁業復興支援事業実施者の選定について

・地域協議会の設置者である「渡波漁船漁業協同組合」が選定された。

H25.!0.29 －貝桁部会 1 石巻底びき網地域漁業復興プロジェクト設置要綱の変更について

(H25年度第1回） －貝桁漁業部会の委員変更

2 石巻底びき網地域漁業復興プロジェクト貝桁網漁業復興計画について

・「趣旨I「アカガイ生産量・生産額の推移などJについて事務局から，「アカガイの漁獲動
向J，「アカガイの年齢と殻長，重量の関係など」について委員から説明。

Eロ5.12.9 －貝桁部会 1 石巻底びき網地域漁業復興プロジェクト貝桁網漁業復興計画について

(H25年度第2回） ・宮城県水産技術総合センターから，石巻湾のアカガイの資源状況について説明。

－併せて，復興計画の取組内容について事務局から説明。

H26.7.l ・員桁部会 1 石巻底びき網地域漁業復興プロジェクト（貝桁）漁業復興計画の策定

（回6年度第 1回） －事務局から漁業復興計画（案）について説明，承認された。

－地域協議会

(H26年度第1回）
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資料2ー②

石巻底びき網地域漁業復興プロジェクト（貝桁）
漁業復興計画書資料集

資料 1 石巻地域におけるアカガイ漁業（貝桁漁業）の状況

資料 2 復興計画のコンセプト（概要）
資料 3 宮城県における貝桁漁業について
資料 4 仙台湾のアカガイ漁獲量の推移
資料 5 仙台湾のアカガイの年齢と成長について

資料 6 右巻湾アカガイの漁場と漁獲実績について
資料 7 石巻湾アカガイ漁場の資源調査
資料 8 右巻湾アカガイ漁場の資源調査結果と漁獲量設定
資料 9 石巻湾アカガイの資源調査に基づく漁獲シミュレーション

資料10 操業体制の見直し（従来と計画の比較）
資料11 共同操業のイメージ
資料12 漁業経営体制
資料13 経費の節減（燃料消費量の節減）
資料14 労働環境の改善
資料15 アカガイの販売単価の向上

資料16 アカガイの流通”販売に向けた取組

補足資料1 復興計画の全体像について
補足資料2 震災前の状況と収支計画
補足資料3 収入計画の内訳
補足資料4 雑魚収入実績

補足資料5 東京出荷の販売手数料
補足資料6 i度波漁船漁協アカガイ漁業の将来像
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｜ 資料1 ｜ 

石巻地域におけるアカガイ漁業（貝桁漁業）の状況 I 

；、子
I 四 軍 ，L 毛

／ グペ会
一ごし「.＼ - ¥ [i~!_ii"_J 

・渡波漁船漁業協同組合所属の
小型底ぴき網（貝桁）漁業は，水

産業を基幹産業とする石巻にお
いて，全国的にも知名度が高い

仙台湾のアカガイを漁獲・水揚げ
し，地域にとって重要な漁業と位
置付けられている。

・しかし漁獲量が平成11年の約
140トンをピークlこ，平成21年
には10トン以下と大幅に減少し
たほか，燃油価格や資材の高腸

など，貝桁漁業を取り巻く経営環
境は厳しい状況となっていた。
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瓦礁は残っているもの
の，アカガイ漁場は，調
査の結果．操業の目途

がたつた。また，資源調
査においても資源の回

復が期待される結果と
なった！

漁業復興計画の取り組みにより、

資源の維持増大と収益性の改
善を図り、将来に亘るアカガイ
漁業経営を目指す！
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L一一一一一一一主塑里竺竺~塑L一一一一J
1 .資源調査による資源状況の把握とそれに基づく計画的な操業
今資源管理の徹底による資源の維持・増大

2.グループ操業による水揚げ・共同出荷及び収支のプール化（7隻の水揚げ
及び経費の合計を均等配分）
今安定した水揚げの確保及び経営の安定化

3.出荷サイズの大型化と選別によるサイズ別出荷
今販売単価のアップと再生産に寄与する親貝の確保

生産性の向上と経営収支改善による持続的な貝桁漁業の維持発展
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I 宮城県における貝桁漁業について I 
・仙台湾のアカガイは小型底びき網漁業のうち，第3種手繰網漁業に属する総トン数10トン未満の
貝桁網漁船により漁獲されている。

φ 宮城県漁業調整規則で、は，7～8月を禁漁期とし，漁獲可能サイズは殻長5cm以上と定めている。

国1貝桁2・具の術進

__.,,.. 
函2貝桁漁具の役婚観風景 図3貝桁海異

分布域 ：北海道南部～九州。沿海州南部～東シナ海アカガイについて
生 態 ：内湾の浅い砂泥底に生息し、主に貝桁網で漁獲される。

陸奥湾、仙台湾、東京湾、伊勢湾、瀬戸内海などが漁

場として有名。特に宮城県名取市関よ産は日本一の

アカガイと称される。

利 用：色、味、香り、食感、全てを兼ね備えた冬の貝の最高峰。

特に寿司種、刺身として最上

・貝桁漁具（マンガ）※ 図1.2参照

以下からなる。

①貝桁の間口：1.2～l.35m.②爪の長さ：330～370mm.

③爪の間隔：40～45mm. ④袋網目合い：36～39mm

_,, E・この貝桁網（マンガ）Iこ金属径lSmmの鉄製チェーンを約30m、
その後方に18mmのワイヤーを繋いで曳網を行う。

・これらマンガを1田の曳網に3～4T使用している。 ~ 図5曳網中の後式図
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I 仙台湾のアカガイの年齢と成長について

50% 

。
0 2 4 6 8 10 12 14 日＂何日， oc 12~ 

令 領民屯~m
。%

…一
2令 3令 a令 5令 6令 7令

t主臭CmmlI 4ol ool sol 100 
%量＜al I 18.41 5G.GI 12s.1l 233.2 

回3仙台湾アカガイの年齢と成長の回優 園4 仙台湾アカガイの殻畏と重量の関係
園5雌雄比と属製度

+ YPR分析で11.溢獲開始年齢を現在の3令（SOmm）から5令（70mm）程度まで引き上げることで．漁盤量が治加することが示峻されている。
・現在の漁法では、マンガの爪幅から40mm以下の稚貝は探繍されないため．新規加入資源の動向が担橿出来ない。このことから.YPR分析により．

40mm以上の小型貝の加入量から、愚大海獲可能量を求め．再生産に必要な母貝数及び自然死亡係数を考慮し．年間漁獲量を決定する。

・漁護量制限による観貝保謹と小型貝の再放涜などの管理措置も併せて実行し．仙台湾（右巻湾）アカガイの管理モデルとして確立することを目指す。

・この管理モデルの確立に向けた取組が．今回のがんばる漁業復興計画に掲げた資濠管理の取組である。

※ YPR (Yield Per Recruitment) ＝加入あたり漁獲量
【宮，Ul水産主主術.合センターの掴査結果による】
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石巻湾アカガイの漁場と漁獲実績について

水揺量
Ct) 

水鑓額

｛千円） 2日湖沼

石巻湾のアカガイ漁場は．第一種共同漁業権（くの字漁

場）と小型底びき網漁業禁止ラインの外領lj（沖合漁場）。
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石巻湾アカガイ漁場の資源調査

図’共同通黍権漁場【くの字溢場｝の調査エリア（12ライン｝
来沖合.滑については6ラインを設定

'" 資源調査 ] 

【調査日時・区踏ま】
(1)くの字漁犠： 2013年11月13～15日I (2) >i'il,. ..：…10～12日

【調査方法】

・くの字漁暢及び沖合漁織にラインを設定し，3ノット程度で20分閉曳網。

・貝桁網は爪幅40mm,桁幅l,350mm，目合36mmの標準仕織を4T利用。

【調査実施者】

・宮械県水産校術総合センター・渡波漁船漁業協同組合

【分析方法】

・綿密測定 ：ライン毎に般長及び霊量を計測。

・分布密度 ：
曳網距厳（m）＝曳網j燭度（『n/s)x 曳網時間（s)
曳網面積（mZ）＝曳網距離（m)x 貝桁間口（m) X 桁数（丁）

分布密度（個／m2）＝漁獲個数 ÷ 曳網面積（m2) ÷ 0. 54※ 
※ 員桁網の採集効率

・現存量の推定
・各ラインの中心から等距般になる位置をf区切り』と定豊富して．各ライン（st.）の
エリアとなる多角形を求め.GoogleMapの多角形面積算出ツールveけを用いて
各面績を算出。

－現存量は各ラインの分布自信度と対応する面積を乗じ．それらを積み上げること

で試算。



） 

「資料 ｜ 

石巻湾アカガイ漁場の資源調査結果と漁獲量設定

30 

2S n=3リ6 MAX・89.6mm 

国 20

t耳目
栓
li!l 10 

。

MIN • '.1札4mm

MODE 60. 7lnun 

圏件 付刊

40 4S SO SS 60 6S 70 7S 80 8S鈎 95100105110 

般:ll(mm) 

回・最長組J£園

2.遁獲シミ1レーション

【結果】

くの字議場の現存個体数は＇ 838.247個（65t）と推定。

※ 60ー70『nmが少ないのは震災の影響と想定。

造園短長縫圃金銅. 業2a重予定＠最長鍵闘と価書k‘重量

殻長範囲 個数
〈町四〉 〈個〉

設長範囲 平均重量
銘柄

(mm) {g) 
50> 4’.879 
51-55 86,006 71-75 97.5 中

56-60 157,761 76-1附 1172 大

6’－65 129,309 81-85 1392 特
66-70 124,933 

71 ~玉 298,360 
合計 838248 

86－抑 163.6 特

合計

個数

（個）

171.094 

82,550 

37271 

7.445 

298,360 

表3 (ID字ase温獲予定量 表4沖合2!語句重要予定量

競掴 1.01碑 捌5年 1.016年 輩長細 2014年 却15年

①年聞の母貝劃聾l..50%.年副白書院t寒濁%で韓国固定．
｛副 (1尋問 位奪回） ｛網｝ l刷 (1~!1) 位年目｝

＠年冒白島町店主長するもO>M，て詰払 71-75 l3 5.0 1.7 71-75 2.3 

＠各ザイズ＠温霊割合政同むとする《重み傭才出，晶、＞. 苅4同 .u 5.9 76-80 u 
@) 50nwnlil下は‘3ff園＠シミ31'ーシヨシで違宙J診笥店主唱で考直しta‘・

61-t:i 2.6 u Bl唱5
＠蜘wna.1:低成長後t.Hawr... CD銘劃に慣割、引き鑑定、重量調象左な弘 OJ 

86剖 o.s u 86-90 01 

合計 16.4 19B 18.7 合計 4.5 

重量
ω 
16.7 

9.7 

52 

12 

32.8 

201時
｛持目｝

1畠 OJ 

1.6 I.& 

1.3 0.B 

12 泊

5.5 52 



l 資料9 ｜ 
石巻湾アカガイ資源調査に基づく漁獲シミュレーション

般畏サイズ

50向田円剛

‘0・•70nw鴨

10・e時剛鴨

80～開剛鴨

｜ 嘩目 1 
’23458789，。

I再敏最1、
：：ふ：：口1、

2•厚世に司ω師同判で渦現

I再故埠1
霊刷：10叶＠酬で量竃

I 2隼目 1 ｜ 碑目 ｜ 

’2 3‘s・1 8 t ，。 ’2 3 4 5・1 8，，。
I再肱湖

Z年後に10・，崎酬で掴．
llllal 

抑制訓噌岡噛・

I再放流】
翌年四町田開引で轟.＂＂亡

信す温．

瞳す

’Eす

憶す

、f目”す

死亡 t ＝： ~：
．司d回，a司’

聖亡 t -: •JI:

・ 4年目に漁獲サイズとなる殻長70mm以よの個体は、年間成長約10mmとしづこれまでの知見から逆算すると、現時点では同40～50mm
であり、現状の漁具では漁護されないため把握することはできない。

・ 4年目の漁獲対象資源量は、計画1年目の資源調査により把握し、 5年自の漁獲対象資源量は計画2年目に同格に行うことが必要となる。

・毎年、資源調査を行い、同50～60mmサイズの資源量を把握することで、2年後に漁獲可能な同70mm以上の資源量を事前に推定すること
としている。

・併せて60mm以上の資源量も把握することとなるが、当然、前年の資源調査で推定した60mm以よの資源量と差異が生じることも懸念され
る。その対応は以下のとおり。

・（資源調査による資源量）＜（前年に推定した資源量）今 漁護量の抑制と併せて操業方法及び収支計画を再検討する。

（資源調査による資源量）＞（前年に推定した資源量）今 増えた要因が不明であるため、当面は、当初（本計画で）設定した漁獲量とする。
複数年、増加が認められれば、漁獲量を増加する。
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l 操業体制の見直し（従来と計画の比較） I 

操業隻数

乗組員

操業方法

漁獲サイズ

水揚げ

・1日当たりの漁獲量は，漁場毎に
、I （出荷）

定め，船閑連絡により設定量に達
した時点で終漁とする。

・事業終了後は金額均等プール制
I I 

を継続するため，漁業者間格差を
是正する。 ｜ ｜操業時間

（曳網時間）

・漁業者間格差是正のため，漁業者 目E
操業自の1人当
たりの平均労働

業法を共有する。 時間

従来

7隻

14名
(2名／隻X7隻）

自由操業

50mm（小玉）以よを無選別
で出荷

｜個別水揚げ
※日により水揚量は不安定

150日
①くの字：120日×7隻
②沖合 ：30日X7隻

14時間（1時間／＠×4曳網）
※両漁場開じ

計画

7隻
※但し、①くの字（5隻）、②沖合（2隻）
の輪番制。

14名
①くの字：10名（2名／隻X5隻）
②沖合 ：4名（2名／隻xz隻）

ゲルーブ糧ヨl（ど0)$!!5!t 油会ク隼】

70mmCl'"F仕草倫塗

銘柄別に水揚げ

｜空ル－:ti二よる車場ぱ
※書＋間的下~~したJk録音存確保

120日
①くの字：120日X5隻
②沖合 ：120日X2隻

｜①くの字：3時間30分（301+/l'il×7曳網）
②沖合 ：2時間30分（30分／曳×5曳網）

｜延べ曳網時間 ：4,200時間 ｜延べ曳網時間 ：2.700時間

11時間10分 10時間40分
（洋上）6時間30分 （洋上）6時間50分
（陸上）4時間40分 （陸上）3時間50分
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I 共同操業のイメージ =i 
7隻による共同操業

t~； t 3 f 
A丸 くの字漁蝿”農業

〈リーダー船〉

B 丸 くの字漁場爆製 ．． くの字漁蝿操業

C 丸 くの字漁場操業 ．． くの字漁蝿自農業 ．． くの字漁蝿自農業

D 丸 くの字漁場操業 ．． くの字漁場自慢業 ．． くの字漁場担農業 ．． くの字漁揚療業

丸 くの字漁場機鎌 ．． くの字漁燭保業 くの字漁場録業 くの字漁場操業

くの字漁場療業 くの字漁場操業 くの字漁場録業

くの字漁場録業 くの字漁場操業

0 7隻による共同操業。漁場はローテーション制で操業。

0 リーダー船は、 操業を指揮し、 操業時間や漁獲量の管理を行う。

0 出航前の陸上作業 （前日の漁獲物出荷作業等） はくの字漁場操業船が担当
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I 漁業経営体制 I 

実施主体（組合）

（ 総合管理 ） 

ミ三長

・操業管理と経営合理化

・グループとして収支及び漁獲・水揚など

全般的な管理を実施

・月次で収支を全員で把握.，

O水揚金の一元管理
O共同作業による労働環境改善
Oリーダー船による漁獲管理
と船間連絡の徹底

アカガイグルー

プの邑指す共

同操業と経営

のブール化
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I 経費の節減（燃油消費量の節減） I 

回転借《園‘日 同帽｛同帽》
【①】 【'211

往復
1,800 1 

1,800 2 

600 5.5 

唱.. 600 5.25 

600 
4’ 

偉車目敏

従来 計圃

＠ ＠ 

〈の宇 120 120 

沖合論嶋 30 120 

合計

帽同......圃転融

－ 【③＿＿1,.,, 

1800 

3600 

3,300 

3,150 

2.400 

ーくの字 ... 

→沖合 ・・圃d・h
→くの字 ．．．．．．．． ， 
一従来 一一←「，v
ー沖合

合計

相対泊費量 年間鱒壇i側・E《帽珂量｝

従畢 計薗 担駐車 計画

＠ ＠ 喧〉＝①x③ ⑥＝②x@  

4950 
a・－’21 594,0曲 590,4。。

・7'0 5.64< 20U伺 ＠？・600

河es凹 1.267.2凹

．．．．．．．．．．．．．． 

一ー・...＿...........
匁問機描綱貴aoe剖量｝ 1目盛札た／りの自自／由摘隻；肉質量 ． ・ 機織隻書量

(L/年｝

従畢
計・ 従畢 肘． 健聾 置す． 従来

α津22.600xIll> 。，g 由＝
/796 5四3

⑧＝③x⑥／⑤ ⑥＝①1(1) ⑩＝⑨ノ③ ⑪ ⑪ 
① x@x⑪ <Z)x⑩x⑫ 

16.854 16,752 1・0 140 ， 5 ー”－’・o,
5 74・ 19.204 192 ’60 1 2 帽 .uol

，司〉22.帥 35.956 n2,11al t 
－ー．．．．．．・’

［一…2,7……問)Iこ
80%×65%）の節滅が図られる0 ｜ 
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I 労働環境の改善 I 

民主作.
添上作．

且t作事
思.ti”R

1800:00 

11520舟0

4680:00 

18000:00 

1'；朝 日!JO

岨土作車

埠土伶串

岨よ停車
埠よ，.’ ．． 

’‘ ;; 

.－－－－－－・ー・・・・1！ 否・n•への 1陸上作量：3略圃30分
i 幽伺・l!IH・l(fJ写E i 埠.t~•＝·嶋岡JOj骨 曾僻 10嶋圃
L”＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ J ｛揖車・・・4・圃勾..0) 

剛
一剛
一酬

｜ 洗｝fp、 if§JJ!I. 姫gζEとの＇/f!i.±fF~ぎ／Cd:り I 

｛ 削雌を向上！ ！ 
共毘作業！こより涯上作業時間は太幅仁削減！ I 

※1日の操業回数・漁獲量はリーダー船の指示により決定する。
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I アカガイの販売単価の向上 I 

F 可
十取組内容
I ( 1 ）漁獲を殻長7cm以上とし，出荷サイズを市場ニーズに応じて4段階に選別し出荷する。
I (2）また．小玉貝の出荷規制と割貝の出荷を最低限にとどめることで価格下落を防止する。
I ( 3）サイズ選別後，市場価格を高めるため平箱で出荷するとともに，市場要求に併せた出荷体制を行う。
I (4）また，既存の出荷先に加え．他の魚市場，飲食店等の新たな販路開拓・PRを行う。
I ( 5）以上により，新たな価格の形成とブランド化の推進，価格下落の防止．品質の安定化と市場価値の向上を図り．
l 最終的には石巻アカガイのブランド化の推進により，高値での価格形成を図る。
~ ~ 
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闘’東京出著者時の出街キ回数周平均単価（2010)

特玉 ｜ 4,500円／ks I 

10 20 30 40 

中玉は.61～75mmで1,500～2,000円／kg，大
玉は76～80mmで概ね3,000円／kg，特玉は．
81mm以よで4,000～4,500円／kgとなっている。
なお．中玉、特玉は設長の幅が大きく．聞き取
りによると中玉（71～75mm）は概ね2,000円／kg.
特王（81～90mm）は概ね4,500円/kgl;t維持
できるとのことである。

これを基に．今回の取組における単価霞定は， 5mm単位での銘柄別に選別を徹底することで．中玉（71～7Smm），大玉（76～
80mm）は実績単価×1.1倍．特は寅蹟董の単価股定とした．各銘柄到の単価は以下のとおり．

・中玉（71～7Smm):2,200円／kg ・大玉（76～BOmm):3,300円／kg ・特玉（81～9伽 m):4,500円／kg
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アカガイの流通販売に向けた取組

従来の販亮・語通

骨踏襲選別で
個別に水揚げ

一部選別

謹豊島を集鈎．

共闘で遷到U臨観到
Eこ計画血膏 ［飽の泊費地市場 ）

・サイズ別に選別し、平箱に並べて出荷

卒潜議

ホ子，b

レストラン

寿司店

販売ヌ工7

｜ 資料16 J 

選別による銘柄

・4段階にサイズを設定
中玉：殻長7. 1～7. 5αn 
大玉： II 7. 6～8. 0αn 
特玉：，t 8. 1～8. 5αn 
特大： II 8. 6αn以上

選別を徹底
（小型貝は再放流）



ι一 復興計画の全体像 I ｜ 補足資料~－－_J
遮..  ・7泊施イ＂＂＂＂＇＇る温婁＠鑑提イメージ

経営眼支改蓄に向貯

ff:.生産の弼率化¢吃
＠の操業体制の確立

アカガイの高値価格
形成に向付定プラン

ドi~の挺進

持範的生産を支え否資源管理ι耀韮

「ーー回一ー一

Jjl唱えの7隻体舗での録集を槍書号制提案へ

［従来銀副 。操業ルー凡必確立

グ
－効率的で計画に基づく操調障をl'fうため，クル｝ブ内

07隻可侵寮 で代表鉛を決め．燥調障に関する指4軍・指導を徹底．
JI! ②鍋S障体制JO)見遭し

0－日敏司so日 －主要漁渇であ吾氏の字漁場をs’~.沖合；1帽を2纂
フ のE十7隻での輸番制とし．；車場毎の！t直間像S院に

。盆婚までの往復は高速航行 重 より資源管E聖と経畳を肯1滅．
③操業B散の見直し

01隻＠幾組員zg程度

積醤制

－操業休刊~JO)見直し｜こより，操業J)鍬陣化を図ること
で．年間の禄灘回数を1508力、ら12081こ両幅．

Ofl集局関肱自由 ③操業鱒作物見直し
－クルーブ操業等の操業体制防見直しl;:.t'J，漁猿

Ofl象}1.-J&,は4§.・.. 
、』，

情報の奴痔fヒb溜られ，4量調陸銀時W向上．
に ・また、資源畳lζ見合った漁｝重量淵依田れる二と

高巨大盤貨によ払盆墨田連. よ 力、ら換蜘寺聞が短縮．
霊却益’I!.！.，.：て怠盟E往来＠

最益
③陸上作隷時柑lO)商l繍

自由盤震では．各.とも¥1J －くの写漁場己中合念場でめクJlr-ブ操耳障により、
益釜血すニと臨調置しも唯R.

性
帰港後の．水揚げ，！ti也梱包，販売等の陸上作業
の分但郁子うこどで，労働時mを称版．

普のi!l: ⑧航行速度の改善
－往’ii航行時の低速化の徹底lこより，燦j由消費量を
抑え燃料3置を両11減．

【骨量的生産を支える貨車管理の重量】

議獲形 鐙 ）［ 新レい資源管理形鎗 ] 

lそ笠獲.・：

・砂

①再生可能漁獲貨の19:定
・県の猷験研究徴聞と連携し，資源震把握に努める

とともに，再生産可能となる漁獲量費量量定すること
で資源の維符・管王畏徹底．
②小型貝の再紋jJt
・）！室長7cm未満の再動車を実施し、協癒を維持管ま聖．
③曳m時間J)見直し
・曳航時間を変更:t,・’i貝の発生を防止することで
資源を維持滑加．

【アカガイ＠高値..に自ttl.と差別化＠霊童】

鯨の踊・即悠 ][ 新レ時適・販売形鐙

［ 漁獲サイズ知lの出荷販路鉱大等により差枇を推進 ] 

［従来復到

。小差貝を含めた厩完

。震舗で・.-.Uλれで白書官

。石争＇＊肉 .it量島市魯＠み
へ出荷

。各錨＠自由毎週Eによる
•1utatr＜聞＝ょ”
耳k•げ盈賓が不安定｝

・砂

。－”愈サイズ＠冨定J::ill!G)実.
・量・・e・畳7園風土kし．陶荷サイズ糧事・t・
世4・・ta到し．自省するζk喧暗E量定価舗＠’
aと霊m位差金il.
＠・湧方鎗＠取書島
・サイズ....事・・値奮高める企め平.由荷．
．畠量［G)安定住と事審...，... 上．

1≫111穂先－・・＠・妬
-If事＠由魯，lot:鍾元. tkG>Ai5•. 飲食店等＠‘帥E・・妬・聞によ曜llU鐙L
＠・要t:&C企’E鎗樟.CD磁宜
ーグループ・at:よるa・・e苦情的・Sは喧
安定~－量を...

－ゐぽる温婁で隠.7お却イ＠費量竃軍事量を事丸II.-0;露宴方這
＠・宣と.7お刻イ＠墨田4tC・曾・E・o・むととで．錆S固な：t:・偉
園＠・宣と量嘗軍書＠薗・e圃る．



υ 0 
｜ 補足資料2 ｜ ,- 震災前の状況と収支計画 I 

単位円

震災前の状況 漁黛復興計画での収支計画

1経営体平町線 7隻分 1年目 2年目 3年目 算出担割量

収入 水繍磁 8,216.579 57.516,051 65.350.1110 92.931.895 92.975235 補足資制3のとおり．

－外側人件費Iま実績額1.600千円の1割憎しの1,800千円とした．
人件費 4.916.430 34,415.009 35.000.000 35,000.00日 35,C陥0.000・船主分については、実績並の3,200千円とした．

－よって.5,000干円／隻X7隻＝35,000千円

－資料13から年間然i由i問責畳は7隻当たり、 122.267.GSL／年．
燃料費 1,633,776 11.436.432 12.461.104 12.461.104 12.461.104 －熔；由単価は、単価上鼻を考Jal,.102円／しとした．

－以よから，122,267.68X 102=12.461.104円

－よ架料割引ま固定費であるが、実績磁の約2割を占めている．

修繕費 902,368 6,318.577 4.547.935 4.547.935 4.547.935 
－変動賓としての修縛費分l志、延曳縄時間の短縮率（2,700/4200=64.2-65耳）
により算出した．
－以よから、〔（6.316,577円x20軸）+ (6.316.577門X80%X 65%）〕＝4.547.935円

漁具費 432.365 3.026.553 1.967260 1,967260 1,967 260 －延曳網時間の短縮率（2.700/4.200=64.2『 65覧｝から、漁具の摩耗減として以下のとおり算出した．
3.026.553 X65%=1.967.260門 ※網ロープ．ワイヤー． チrーン， マンガン等

経費
利用料 。 。 55.512 512.834 512.834 共同利用漁船の利用剥として、1年目Iま1隻分、2年目以降lまZ隻分を針ょした．

①通信費，車両費．後待交際費．水道光燃費，維費
これらについては実績舗とほぼ悶舗の505.000同／隻とした．

その他 1.031.860 7.223.022 4.484200 4.484200 4,484200 
②漁協賦線金 10.000円／月×12ヶ月＝120.000円
③無線使用料 1.300円／月x12ヶ月＝15,600円
③小針①＋②＋③ 640.600円／隻
⑤③X7隻＝4.484.200円

保険料 165,698 1.159.885 1,511.613 2,325.480 2,069280 1隻毎に、漁船保険組合からのlit算により算定した．

公租公課 。 。 。 。 。
①東京出しは、補足資料51こより算定した．

販売経費 361.335 2.529.347 5.182.325 7.178.069 7.112.009 ②石巻出しは、石巻出しの水鍋額の5%で算定した．
③宮滅県漁協への手数料として、全体の水揚磁の1軸で算定した．
以よから、①～③の合計で1～3年目を算定した．

減価償却費 66.905 468.333 600.000 500.0目。 500.000 100.000円／隻X6隻.2年目以降は100,000円X5隻とした．

小骨十 9,510.737 66,575.157 65.809.949 68.976.882 68,654.622 

所得 ... 1.294.158 ... 9,059,105 ... 459.039 23.955.013 24.320.613 

減価償却前利益 企 1,227253 ... 8.590,772 140.961 24.455.013 24.820.613 

※E直定申告’の実績（砲定申告を入手できた3経営体の3年間分の9つの値のうち、愚大、.，J、を除(7つの値の平均値｝による．



I 収入計画の内訳 I ｜ 補足資料3 ｜ 

1年目 2年目 3年目

中(71-75) 大（76-80) 特（81-85) 特（86-90) 計 中(71-75) 大（76・80) 特（81-85) 特（86・90) 針 中(71-75) 大（76-80) 特（81-85) 特（86-90) 針

くの字漁場 8,34C 4.83C 2，開。 B閃 16,360 5，例口 5,85C 4,760 4,16C 19,81( 2,68C 5,910 2.870 7,17C 18,63( 

沖合漁場 2,30C 1,33( 710 160 4,500 1,39口 1,620 1,310 1,15C 5.47C 74C 1,630 790 1,98C 5,14( 

針 10,64C 6,16( 3,300 760 20,860 6,430 7,47C 6,07C 5,31C 25,28( 3,42( 7,540 3,66日 9,15( 23.nc 
水禍量
(kg) 

東京出し 5.32C 3,08( 1筋。 38C 10.430 3.215 3.735 3.035 2.655 12.640.C 1,71C 3,770 1.830 4,575 11,885! 

石巻出し 5,32C 3,08( 1,650 38C 10.430 3.215 3,735 3,035 2,655 12,640.C 1.710 3,770 1,830 4,575 11,885.0 

世十 10,64C 6,16( 3，おO 76C 20,860 6,430.0 7.470.C 6 ,070~ 5,310.C 25,280 3.420.0 7.540.0 3,660.0 9,150.C 23.770 

東京出し 2.20C 3,30C 4，日）（） 4,500 2,972 2.200 3,30C 4.SOC 4,50C 3,56( 2.20C 3,300 4.5伺 4,50C 3,788 

単価
石婚出し 2,13~ 3.201 4.365 4.365 2.883 2.134 3,201 4.365 4.36! 3,45• 2.134 3,201 4,365 4,365 3,675 

（内/kg)

計 2,928 3,507 3,732 

東京出し 11,704ρoc 10,164,00C 7.425,000 1,710,00C 31,003,0閃 7,073.000 12,325,SOC 13,657,SOC 11,947,50( 45,003,SOC 3,762.000 12，判1,0閃 8.235,0閃 20，臼7,50C 45,025，日X

アカガイ
水揚額 右轡出し 11,352,88( 9,859,0BC 
｛円｝

7.202.250 1,658,70C 30,072,910 6,860.810 11,955,735 13,247,775 11,589,075 43,6日，39! 3,649,140 12.侃7,770 7,987,950 19,969,875 43,674,735 

計 23.056.BBC 20.023,0BC 14,627,250 3,368,70C &t.075.910 13,933,810 24,281,235 26,905.275 23.幻6,57! B凪656,895 7.411,140 24.508,770 16.222.950 40,557,375 88,700,235 

震災前3年（服0～22）の平勾水揚額lま約95万円／隻．

級魚収入
7隻全体で665万円．

（円｝ 延曳編時間の削減（4,200時間ー2.700時間）から、 4,275,00C 岡左 4.275,00。同左 4275,00。
以下により算定。
665万円x2,700/4,200=4.275.はlO

総収入額
筋，350.910 92,975,235 （円） 92.931.895 
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I 雑魚収入の実績 I ｜ 補足資料4 ｜ 
表1赤貝以外の識獲金額実績（2008～2010年｝

年 金額（円 〉

2008 1,788,919 

2009 816,310 

2010 250,908 

平均 952,046 

【2008年】 【2009年】
【2010年】・カレイ・ヒう1 ・しゃこ・シャコ

・しゃι・シャコ

・しゃこ・ンャヨ •11レイ · tラメ • IJレイ · tラメ

ー芳、y骨t・ラメ・沖t・ラメ • fl二・エピ ・芳、河ピラメ.:.-$It’ラメ

・力二・工ヒ・ ・つぷ ・つ，ぶ

・つぷ ・す ・力二・工t

ーなまこ ・1；；，まこ • '.iまこ

.，.ここ ・たこ ・たこ

・その1也魚類 ・その他魚類 ・そのi也魚類

図1アカガイ以外の混獲魚
観察18・:sの錦比軍医

®II•時冊｛識曙ま ⑥延べ録調島田敬＠ RIR正－：③.禽×崎④間
⑥1隻当たりの年間

~瞳泊温室 ⑧②句集ム当④たり日間治灘盤
®••・’時間

①鰻寒隻’E 4む日. での往復除。 ①x② 蜂•a• 【t) 似，；目／1鍵｝ 当たり泊費量
⑨ －＇，－7 （軸｝ ⑦÷③ （kt'／時／隻｝

慢象区厳

従来 齢歯 従来 at圃 従来 針圃 従来 制酋 鯨 ｜ 附闘 ｜僻 従来 針園 従来 計画 従来 齢個 従来 針圃

〈の字 7 5 120 120 4 3.5 制。 制》日 3目360 62.51 120 120 16.4 27.3 7.8 

浄会 7 2 30 120 .. 25 210 240 840 ：ド：30 120 45 18.8 7.5 

合計 7 7 150 120 4 ’050 840 4.200 150 ’20 16.3 20.9 15.5 24.9 3.9 7.7 
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I 東京出荷百販売手数料 一l ｜ 補足資料5 ｜ 

東京出l..CD販売鑑賞 単位（円｝

1年目 2年目 3年目

中（71-75) 大（76-80) 特（81-85) 特（86・90) 合計 中（71-75) 大（76-80) 特（81・85) 特（86・90) 合計 中(71-75) 大（76-80) 特（81-85) 特（86-90) 合計

水揚量 5,32( 3,080 1.65( 380 10.43( 3.215 3.rn 3,035 2,65~ 12,640 1,710 3.770 1,830 4,575 11,885 
(kg) 

単価
2.20C 3,300 4,5()( 4,500 2.200 3,30C 4,500 4.SOC 2.200 3,300 4,500 4.500 

｛円／kl')

水揚額
11,704,00C 10,164.制加 7.425,00C 1,710，倒苅 31,003.00C 7,073，飢渇 12,325.5回 13,657.500 11.947.SOC 45,003,500 3,762.似泊 12.441,00口 8.235,000 20,587,500 45,025,500 

｛円｝

発砲（箱｝
266,lOC 154,050 82.SOC 19,050 52げ∞ 160.800 186,75< 151,800 132.75< 632,100 85，日加 188,550 91,500 228,750 594,300 

(150円／3kg／箱）

遺賃
130,24( 75,460 40,480 9,460 255,640 78,760 91,30( 74,360 64,9瓜 309,320 41,800 92.180 44.880 111,980 290,840 

(220円／3箱｝

氷代
88.70( 51.350 27 .500 6,350 173,900 53,600 62.25< 50,600 44.25【 210,700 28,500 62,850 30,500 76,250 198,100 

(50円／箱）

手数料
702.240 609,840 445,500 102,600 1,860,180 424,380 739,530 819.450 716,85( 2.700.210 225,720 746,MiO 494,100 1,235,250 2.701,530 (6%) 

合計 1,187.280 890,700 595,980 137.460 2.811.420 717,540 1,079,830 1,096.210 958,75( 3,852,330 381ι520 1,090,040 660,980 1,652.230 3,784,770 



渡波漁船漁協アカガイ漁業の将来像

1 .経営改善に向け
IE.効率的生産の1三め
の農業体制を確立 取益置の盲い生産体個への輯旗

0 

｜ 補足資料6 ｜ 

3. y刀ガイの高価
格形成に向け定プラ
ツド化の推進

2.持続的生産を支える資源管理の推進

【意案復興計画＠取組肉翻

参加謹柔者

・7経営体（隻数7隻，従事者14名）

取組肉容

－経営』収支政善のための生産の効率化に向け

た操業体制の確立

今 7隻の輪番体制を確立し，輪番を基本と
した韓案。

－持鏡的生産を支える資源管理の推進

ー〉 県揖蟻研究樟闇・大学と連聾した費源管

理による持範的な再生産楊龍の種持

－アカガイの高価格形成に向けた差別化化の

推進

今市場面値を高めるための準装サイズや

市場の求める出荷体制の確立，差別化

に向けた取組の推進

I遁柔笹興計画の取組肉容を踏まえ土取組＠纏釦

議案復興計画で

・経営破善に向けた効率的生産のための操業体舗を確立

．持鏡的生産を支える費量管理の量進

・アカガイの高価格酪成tこ向付士ブランド化の推進
を実施し，担益性の高い生産体制への転換が園られた場合は，

この操業・資源管理・車売体制を盤鏡して，持種的に豊宮を行う。

↓ 

なお，浪業復興計画を実施しより安定経営を目指す手法の導入
が可能である場合は， 生産組合等の法人化の警守や．代飴取繕に

僻せ省工ネ適量の謹入等千晶討しより安定した経営の故翻こ取り

組む。

さらに， 時期により調網・1!ん謹葉巻婁姐し．司収入を揖る方法毛組討

L主位三ι

． 
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